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90 年生のヒノキ林（佐藤林業） 

 
佐藤林業 

 県内でも林業の盛んな県北地域（常陸太田市）で、

先代からの山を引継ぎ３代目として専業林業を営ん

でいるのが佐藤林業の佐藤さんです。木の家クラブ

との付き合いは３年ほど前に製材所から紹介を受け

たことがきっかけで始まり、木の家クラブの森林見

学会も年に数回受け入れています。茨城県南木造住

宅センターでも、製材所を通じて佐藤林業の木材を

多く購入するようになりました。 
佐藤林業では年間約 800m3 の原木を販売してい

ますが、その内約 7 割が市場へ販売、残りの約 3 割

は立木のまま直接販売しています。八溝山系はスギ

の植林地が多い地域ですが、寒い地域で杉の凍裂が

多いためヒノキに変更し、所有する 156ha の山林は、

スギが 4 割、ヒノキが６割です。この辺りの地域は

ヒノキの北限地域でもあるそうです。 
 佐藤さんは森林ボランティアの受入や地域の勉強

会なども積極的に行い、地域林業のリーダー的存在

でもあります。８年前から続けている森林ボランテ

ィアは、会社を定年し山仕事をしたいという人達が

いると知人から打診を受けて始めたものですが、福

島や千葉という県外からも参加者が来て、今では林

業の仲間になっています。また、林業経営が厳しい

中、周囲の林家は小規模林家かつ山仕事の知識や技

術を持たない所も多いため、地元にも声をかけ、一

緒になって林業教室などの地域教育も始めています。 
『住まい手の森林ツアーなど、外部の人達が来てく

れることはとてもためになります。今までは山側の

関係者だけの世界でしたが、エンドユーザーの顔が

見えることはやりがいが出ます。１人では行き詰る

ことでも、色々な人が来て交流が広がれば、色々な

ことがプラスになると感じています（佐藤さん）。』 

 
 
 
 
 

 
常陸太田市森林組合 
 
常陸太田市森林組合 

 地域の森林整備と木材売買を主な事業としている

常陸太田市森林組合は、木の家クラブの見学会その

他の相談に応じてくれる協力者でもあります。この

辺りの地域は古くからの林業地なので、団塊世代以

上の人達は山に対する関心も高く、きちんと手入れ

された山も多いそうですが、材価の低迷という厳し

い現状では経営が成り立たず、専業林業は２人しか

残っていないとのことです。20 年前までは、この地

域の材も九州や青森まで流通していたそうですが、

今は流通する価値がありません。地域の大工も地域

に仕事が無いため、市街地に出て大手メーカーの仕

事をしています。 
『佐藤林業さんの活動は注目しています。みんなで

やれば色々なことが出来ます。周辺地域の山にもず

いぶん手が入ってきました。佐藤さん達を見ていて、

意識の高い人達がやればだんだん良くなる、このよ

うな活動が各地で少しずつ変えていくしかないと思

いました。まずは山に関心を持ってもらって１度で

も見に来てもらうことが大切で、我々山側の業界は

今までこのようなことをやってきませんでした。製

材所や工務店など一民間企業だけでの活動は厳しい

と思いますので、見学会の企画など、森林組合に積

極的に相談してもらえたらと思います。 
しかし、地域材を積極的に使うという人はまだ少

数派なので、木材の使用量で考えると山を救うまで

には至らないのも事実です。木を生かす仕事が少な

い現状では、木を使う大工の技術が伝承されないこ

とも心配です。林業の現場では安全、効率のため機

械化が進んでいますが、環境保全を訴える山仕事で、

大量に化石燃料を使う重機を増やしていいものかな

ど、考えてしまいます（常陸太田市森林組合職員）。』 
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皆川製材所 

 
皆川製材所 

 茨城、福島、栃木３県の約 20 ㎞県内から原木を

調達し、構造材、羽柄材など、地域の杉材を供給す

る製材所で、出荷先は 9 割が市場、残りの 1 割が工

務店で茨城県南木造住宅センターもその一つです。

戦前から 4 代目となる皆川製材所は、以前は地域に

桧が少なく首都圏に桧の得意先もあったことから主

に桧を挽いていたそうですが、現在は杉を主に年間

約 5,400m3 の原木を取り扱っています。茨城県南木

造住宅センターとの取引は、グリーン材が主であっ

た当時、天然乾燥をやっていたので一緒にやろうと

誘われたことから始まりました。今でも数ヶ月天然

乾燥させ、機械乾燥は仕上げとして使っています。 
『昔は 1～2 年、エネルギーを使わずに天然乾燥し

て使うのが普通でした。強度や含水率の表示は、本

当に良いもののための指標ではなく、クレームを無

くすための指標だと思います。本物の木であれば、

割れるし節もあります。これらを本物の木の証とし

て正直に売ることが大切で、使う側も即決せず、じ

っくりと時間をかけて理解してから使ってもらうこ

とが理想です。木材の価格もしっかりと説明すれば

決して高くないはずです。今の材価では、山の再造

林までは不可能で、林家も次々にやる気をなくして

いる状態です。杉の苗木生産が盛んな地域なのです

が、肝心の山の再造林に使うお金が、林業経営だけ

では捻出できない状態です。 
 また、原木調達は 20 ㎞圏内なのでウッドマイル

ズも優秀ですが、木材の環境指標は、排出する CO2
の削減も大切ですが、何よりも山の CO2 吸収に繋

がることが大切です。そして消費者マーケットでは

なく、あくまでも治山治水、国土保全を主目的とし

た活動であるべきだと思います（皆川製材所社長）。』 

 
 
 
 
 

 
野上製材所 
 
野上製材所 

 八溝の地域は杉を挽く工場が多いですが、野上製

材所は現在の３代目から桧を始め、最初は桧の造

作・羽柄材を、その後工場を増築して桧の構造材を

生産しています。原木の取扱量は年間約 6～

7,000m3、今はプレカット工場が主流なので構造材

の量が多くなっています。原木調達エリアは 70 ㎞

県内程度で、原木市場からと山から直接の２通りあ

り、床板などで必要となる高齢級の原木は、近場で

はほとんど無いそうです。出荷先は水戸、つくば、

土浦等で、8～9 割が市場、残りが工務店です。 
『一本の原木からは構造材、羽柄材、板材など様々

な材が取れるので、製品を絞り込み大量生産するこ

とは、大規模な山林家でないと無理です。うちは小

規模なので、小ロット、多様生産で対応するため、

様々な丸太を仕入れています。大手メーカーのよう

なニーズには対応できません。製品市場への出荷は

量が売れるメリットがありますが、その先のユーザ

ーが見えないことが欠点です。「つくばスタイル」の

ように、実際に使う人が見えることはとてもいいで

す。見学会などの企画も、昔から地域の小学校等か

らの見学会があったので、全く苦ではありません。 
 現在取引のある工務店は数社ですが、多少注文内

容が変わっても、定期的なユーザーになってもらえ

ると助かります。もちろん仕様を標準化してもらえ

ればより多くの量を出すことも可能です。正しいか

どうかは別として、強度や含水率などの要求品質に

も応えられるようにしなければと思っています。 
 ウッドマイルズの様な地産地消のための環境指標

は、小規模なところにとってはとても有難く、地域

での囲い込み無しでは、地元の小規模製材工場は、

生き残れないのも現状です（野上製材所社長）。』 
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